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第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷

会長　種本 和雄
川崎医科大学 心臓血管外科学 教授

　2021年9月11日～12日に完全WEBの形で、第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷を開催させ
て頂きます。禁煙に関する活動も、加熱式タバコなど新しいジャンルのものも加わってきて、影
響に関する研究とともにますます重要になってきております。特に次世代を担う未成年者や若者
の禁煙教育が、まさしく将来の我が国の喫煙率低下に直接的に寄与する大事なアクションである
と思っております。2020年4月の改正健康増進法の施行で、まだまだ不完全といえ日本でも受動
喫煙対策義務化がスタートしました。1年でどう変わったか、今後どうしていけばよいのか、皆様
と将来をにらんだ禁煙科学について語り合えればと思っております。

　本来は皆さまを倉敷にお迎えして、歴史と文化の街を堪能していただきながら、禁煙科学につ
いて議論するつもりでおりました。しかし、新型コロナウイルス蔓延状況から判断し、誠に残念
ながら完全WEBでの開催に変更させていただきます。WEB学会も回を重ねて多くのノウハウが
蓄積され、問題なく全国学会を開催できるレベルになっております。また、日常の臨床の場にあ
りながら時間の許すときに学会に参加することも可能となり、これはWEB学会ならではのメリッ
トでもあります。
　WEB学会となりますと、ランチョンセミナーなどで皆様お楽しみのお弁当を提供することが出
来ません。その代わりにセミナーにご参加いただいた有料入場者の方々にはお楽しみ企画をご用
意しておりますので、是非とも奮ってご参加ください。
　新型コロナウイルス蔓延状況が未だ好転しない毎日ですが、学術総会では少しでも明るい気分
で禁煙科学について「侃侃諤諤」と議論できることを楽しみにしております。多くの皆様のご参加
を期待しております。

会長挨拶
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内閣官房長官 衆議院議員

加藤 勝信

　「第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷」の開催に当たり、一言、御挨拶いたします。
　まず、新型コロナウイルス感染症については、「国民の命と暮らしを守る」ことを最優先に取り
組んでいます。自らへの感染リスクもある中、昼夜を分かたず全力で取り組んでおられるすべて
の方々に、心から感謝申し上げます。緊急事態宣言等の度重なる延長で、事業者や国民の皆様に
は多くの御不便をおかけしていますが、皆様の御理解をいただきながら、ワクチン接種の推進を
はじめ、効果的・持続的な感染対策を講じてまいりますので、引き続きの御協力をお願い申し上
げます。
　日本禁煙科学会は、禁煙研究の推進、禁煙対策の支援、子どもたちの喫煙防止への貢献、禁煙
の担い手の研鑽の場を提供すること等を目的とした活動を継続され、本学術総会の開催も16回目
を迎えられました。本日の御盛会を心からお慶び申し上げるとともに、これまでの皆様のたゆま
ぬ熱意と御努力に深く敬意を表します。
　我が国の平均寿命、健康寿命は世界でも最高の水準にあるものの、生活習慣病による死亡者数
は増加しています。中でも喫煙は、がんをはじめとした生活習慣病の最大の危険因子とされ、また、
受動喫煙は虚血性心疾患等のリスクを高めるものであり、さらに、喫煙は新型コロナウイルス感
染症の重症化リスクを高めるとされています。
　政府としては、2022年度までに成人喫煙率を12%とする等の目標を立てて取組を進めています。
2019年には16.7%まで減少してきているものの、目標達成のためには、皆様方の更なる御協力が
必要です。引き続き、お力添えをお願いいたします。
　また、昨年４月から改正健康増進法が全面施行され、飲食店、オフィス、事業所など様々な施
設が「原則屋内禁煙」となっています。本法は、私が厚生労働大臣のときに取りまとめ、成立を図
ることができたものです。様々な御意見がありましたが、「望まない受動喫煙をなくす」という基
本理念の下に、コンセンサスを作り上げました。既存の飲食店のうち経営規模が小さい事業者に
は一定の経過措置を設ける一方で、新たに開設する店舗については「原則屋内禁煙」とするなど、
受動喫煙対策が段階的に進んでいく実効性のある内容となっています。
　本法の着実な施行のためには、国民の皆様に受動喫煙に対する認識をさらに深めていただくこ
とが重要です。本日の総会を通じて、科学的エビデンスに基づいた受動喫煙対策等について、活
発な御議論が行われることを期待しています。
　最後に、日本禁煙科学会の今後ますますの御発展と皆さまの御健勝・御多幸を祈念して、私の
御挨拶といたします。

内閣官房長官  歓迎メッセージ



6

岡山県知事

伊原木 隆太

　第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷が開催されますことを心からお喜び申し上げます。
　日本禁煙科学会におかれましては、禁煙促進に関する研究や診療に関わる医療従事者の皆さま
が最新の知見などを共有する場を提供するなど、人びとを喫煙の害から守り、健康な社会を実現
していくための様々な活動を続けておられ、その取り組みに敬意を表します。 喫煙は、がんはも
とより、循環器疾患、呼吸器疾患、早産・低出生体重といった周産期の異常などの原因となり、
受動喫煙もまた同様に、健康への害があることはご承知のとおりです。
　このような健康への影響を鑑みて、国では健康増進法の一部を改正し、受動喫煙の防止を図る
ための施設における喫煙のルールなどを定めました。
　また、県でも、受動喫煙の防止に関する取り組みを総合的かつ効果的に推進し、県民が生涯を
通じて健康な生活を送ることができる社会の実現に寄与することを目的とした、「岡山県受動喫煙
防止条例」を制定し、令和2年4月に施行しました。さらに、これに併せて「受動喫煙ゼロプロジェ
クト」を実施し、受動喫煙を防止する環境づくりを推進してきました。また、今年度からは、禁煙
対策として新たに、禁煙治療費助成制度を導入する保険者や企業・団体に対し、その費用の一部
を支援する「禁煙外来受診率向上事業」を開始したところです。
　日本禁煙科学会学の皆さまにおかれましては、禁煙促進および受動喫煙防止に資する禁煙科学
研究の一層の充実を図られますとともに、引き続き、県行政の推進にご理解、ご支援を賜ります
ようお願い申し上げます。
　最後に、このたびの学術総会のご成功とご出席の皆さまのご健勝を祈念申し上げ、お祝いの言
葉といたします。

岡山県知事  歓迎メッセージ
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倉敷市長

伊東 香織

　この度、「第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷」が開催されますことを心からお祝い申し上げ
ます。
　いつまでも心身ともに充実した生活を送るために、健康であることは私たち共通の願いであり、
社会全体の願いでもあります。健康増進において禁煙の推進は非常に重要 であり、また、禁煙に
関する研究は禁煙施策や禁煙支援の推進に大きな役割を果たすものと考えております。
　倉敷市では、第二次倉敷市健康増進計画「健康くらしき21・II」を策定し、「健康寿命の延伸」を
基本目標に掲げて計画を推進しています。本計画の重点6分野の一つである「たばこ・アルコール」
分野では、禁煙者を増やすことを重点指標として、禁煙の推進に取り組んでいるところです。特に、
未成年者や妊婦の喫煙は健康影響が大きく、子どもたちの健全な育成のため、また、生まれてく
る子どもたちの健康を守るためにも、禁煙教育や禁煙指導の推進が必要です。
　昨年、改正健康増進法が全面施行され、受動喫煙対策が義務化されました。国内での オリンピッ
ク・パラリンピックの開催が契機とされていますが、これまでの研究の積み 重ねによって得られ
た科学的知見が法改正の根拠となっています。今後、禁煙研究及び禁煙普及がさらに進み、たば
こによる害のない健康な社会になることを願っております。
　禁煙の推進には、地域や現場で禁煙を支援する皆様方の力が欠かせません。今回、新型コロナ
ウイルス感染症の影響で、倉敷にお集まりいただけなかったことは残念です が、オンラインで活
発な議論が行われ、禁煙研究のさらなる発展につながることを期待しています。
　結びに、日本禁煙科学会のますますの御発展と、会員の皆様方の御健勝を祈念いたしまして、
お祝いの言葉とさせていただきます。

倉敷市長  歓迎メッセージ
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清水 信義 （岡山県医師会 副会長／岡山大学 名誉教授）

〈受賞理由〉
　日本の禁煙の黎明期から外科医としての立場から禁煙の重要性を説いて大きな影響を与えた。

【略歴】
昭和15年5月18日 岡山県高梁市成羽町生れ
昭和34年3月 岡山県立岡山朝日高等学校 卒業
昭和41年3月 岡山大学医学部 卒業
昭和42年4月 岡山大学 第二外科 入局
平成 5年4月 岡山大学医学部 外科学第二講座 教授
平成13年4月 岡山大学大学院 腫瘍・胸部外科 教授
平成14年4月 岡山大学医学部附属病院 院長
平成17年6月 国立大学法人岡山大学 理事・副学長　
平成20年4月 独立行政法人労働者健康福祉機構岡山労災病院 病院長、岡山大学 名誉教授
平成23年4月～現在 岡山県医師会 副会長
平成26年4月 独立行政法人労働者健康福祉機構岡山労災病院 名誉病院長
平成26年4月 一般社団法人積善会 理事長
平成29年7月 一般財団法人淳風会 理事、医療診療セクター長
令和3年6月～現在 一般財団法人淳風会 特別顧問
国内学会：日本外科学会　　　　特別功労会員
　　　　　日本内視鏡外科学会　名誉会長　第16回総会会長（平成15年）
　　　　　日本移植学会　　　　名誉会員　第40回総会会長（平成16年）
　　　　　日本胸部外科学会　　名誉会長　第58回学術集会会長（平成17年）　　
　　　　　日本呼吸器外科学会　特別会員
国際学会：米国胸部外科学会（STS）　国際会員
専門分野：呼吸器外科
受 賞 癧：第59回山陽新聞賞学術功労賞　平成13年1月3日
　　　　　表彰状　岡山県警察本部長表彰　平成14年3月31日
　　　　　感謝状　厚生労働大臣感謝状　平成16年8月　
　　　　　平成19年度日本対がん協会賞　平成19年9月13日
　　　　　平成21年度岡山県三木記念賞社会部門　平成21年9月1日
　　　　　叙勲　瑞宝小綬章　令和元年5月24日

日本禁煙科学会  学会賞
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〈岡山県受動喫煙防止条例制定の経緯〉
◯清水　信義、藤本　政明、合地　明、佐藤　正浩、内田　耕三郎、神崎　寛子、
　大原　利憲、松山　正春
　岡山県医師会

　コロナ禍でのオリンピック・パラリンピックの開催となったがオリンピックはタバコフリーと
いうことでその開催に合わせて、国が健康増進法を改正し、原則飲食店での喫煙を制限した法律
の施行されている。国は健康増進法の改正を行い、2019年1月よりは学校・病院・児童福祉施設等、
行政機関の敷地内禁煙を禁止した（喫煙場所設置は可）。また飲食店についても2020年4月1日か
らは原則屋内禁煙としたが、喫煙専用室での喫煙は可としまた床面積100平方メートル以下の飲食
店が原則屋内禁煙だが標識すれば喫煙可とした。諸外国に比べかなり制限の緩い法律であり、大
会開催都市の東京都は国の法律より厳格な条例を制定し、小規模でも従業員のいる飲食店を全面
禁煙とした。その後全国の自治体でも、受動喫煙防止条例の制定が進み、岡山県でも、県医師会
を中心に受動喫煙防止の活動を開始し、2019年5月には岡山県受動喫煙防止条例の制定を求め県
民総決起大会を開催した。また、同時に署名運動を進め、3万6千筆の署名を集め、岡山県知事に
条例制定の要請を行った。その結果、2020年3月24日に岡山県は県受動喫煙防止条例を制定した。
この条例は、2020年4月1日制定され、実際の実施は同年10月1日からとなった。
　岡山県条例では管理権原者は、既存特定飲食提供施設で従業員が使用されている場合において
は、当該既存特定飲食提供施設の屋内の場所の全部の場所を喫煙可能室としないよう努めなけれ
ばならないとされています。
　オリンピック・パラリンピックの開催で条例の遵守の状況が浮かび上がるかと期待したが、状
況は全く一変した。コロナ禍での飲食店の窮状は相当なものであり、現状では受動喫煙防止条例
の実効性を問える状況にない。コロナ感染収束後に向けて、受動喫煙防止に向けて国の法律・県
条例の周知活動を推進し、コロナ拡散防止とともに受動喫煙防止の活動を進めて行きたい。
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受賞団体：和歌山禁煙教育ボランティアの会
　　　　　たばこ問題を考える会・和歌山
　　　　　和歌山県教育委員会
　　　　　和歌山市教育委員会

代　　表：西畑 昌治 （和歌山禁煙教育ボランティアの会）

〈受賞理由〉
　2002年4月に日本で初めて都道府県単位での学校敷地内禁煙を実施し、以後も4団体が協力しつ
つ、学校禁煙化の徹底や子どもたちへの禁煙教育を実施し「和歌山モデル」として日本の禁煙をリー
ドしてきた。

〈受賞に当たってのメッセージ〉
　この度は、日本禁煙科学会禁煙教育推進賞（畑中孝之賞）の創設に当たり、栄えある受賞の連絡
をいただき、ありがとうございます。
　平成13年3月に和歌山県が策定した「和歌山県たばこ対策指針」において、小学校低学年からの
禁煙教育や未成年者をたばこから遠ざけるために学校敷地内を禁煙とすることが示されました。
　それを受け、和歌山県教育委員会では、平成14年度から、公立学校において校内敷地内禁煙を
行い、児童生徒を含む非喫煙者の受動喫煙による健康被害を防止する取組を進めてまいりました。
　本県のこのような取組を評価していただき、畑中孝之氏が熱心に活動された「和歌山禁煙教育ボ
ランティアの会」や「たばこ問題を考える会・和歌山」とともに受賞できることは誠に光栄に存じ
ます。
　健康増進法が一部改正され、喫煙による影響をできる限り低減する取組の推進が言われている
中で、禁煙教育等を通して、本県の児童生徒が、生涯にわたって健康に過ごせるよう、今後とも
関係機関等と連携を図り健康教育を充実していく所存です。

和歌山県教育委員会教育長　宮﨑 　泉

日本禁煙科学会  禁煙教育推進賞（畑中孝之賞）
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〈日本禁煙科学会 禁煙教育推進賞受賞（畑中孝之賞）受賞に際しまして〉
　「和歌山県教育委員会」「和歌山市教育委員会」「たばこ問題を考える会・和歌山」「和歌山禁煙教
育ボランティアの会」の4者に第1回禁煙教育推進賞（畑中孝之賞）が授与されましたことを感謝申
し上げます。故・畑中孝之さんも大変お喜びのことと思います。
　和歌山県では、2001年に当時としては画期的な「和歌山県タバコ対策指針」が制定され、2002年
には、和歌山県教育委員会が全国で初めて公立学校敷地内禁煙を決定しました。当時は「教員の精
神疾患が増える」などの意見もありましたが、この和歌山県教育委員会の決定が発端となり、現在
では全国の公立学校は禁煙となっています。
　喫煙防止教育においても、和歌山県教育委員会はPPTはじめさまざまな教育ツールを提供され
ました。さらに和歌山市教育委員会も、和歌山禁煙教育ボランティアの会の活動を長年にわたり
支え続けるなど、喫煙防止教育に力を注いでおられます。
　「たばこ問題を考える会・和歌山」は1987年（62年）から、タバコの害を広く市民に啓発すべく毎
年、世界禁煙デーに合わせて、街頭活動とタバコ問題の講演会を継続・開催し、2002年の公立学
校敷地内禁煙化の決定の際には「たばこ問題を考える会・和歌山」のメンバーを軸に広く有識者が
集まり、和歌山県や和歌山県教育委員会の活動を支える役割を果たしてきました。
　公立学校敷地内禁煙化の動きの中で、子どもたちに喫煙防止教育を提供すべく和歌山市医師会
にて喫煙防止授業への参加を募集したところ、6名の医師の応募があり、2003年には「和歌山禁煙
教育ボランティアの会」が結成されました。今では医師・歯科医師・薬剤師など医療者のほか、故
畑中孝之氏のように市民も交え、和歌山市内すべての小学校や那賀地方、海南地方、日高地方、
紀南地方においても毎年喫煙防止授業を提供しています。
　行政と地元の団体が一体となって禁煙にとりくむ和歌山の動きは、2002年当時の和歌山県教育
委員会委員長の小関氏によって「和歌山モデル」と命名され、日本の禁煙を導くモデルとなりまし
た。
　この間、日本禁煙科学会の高橋裕子会長には折に触れ励ましのお言葉を頂いてきました。今回、

「和歌山モデル」の中軸となった4団体が第一回畑中賞を受賞させていただきましたことで、今後
ともさらに連携を強め、子どもたちのために一層の活動をおこなってゆく励みといたします。

和歌山禁煙教育ボランティアの会 代表　西畑 昌治
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1．参加受付
第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷のホームページ（https://med-gakkai.jp/jascs2021/jizen/）より参加
登録をお願いします。
参加登録受付締切：2021年9月12日（日）
※ただし、銀行振込の場合は9月6日（月）までにご登録をお願いします。

2．参加費、抄録集販売など
学術総会のみに参加（会員）：8,000円
学術総会のみに参加（非会員）：10,000円
学術総会と全国禁煙アドバイザー育成講習会両方に参加（会員）：12,000円
学術総会と全国禁煙アドバイザー育成講習会両方に参加（非会員）：14,000円
全国禁煙アドバイザー育成講習会のみに参加：5,000円
学生（大学院生を除く）：無料
学術総会抄録集：2,000円（1冊）
※学生の方は、参加登録後、学生証の写し（スキャンデータ等）を運営事務局にメールでお送りください。
　（E-mail：jascs2021@med-gakkai.org）

3．参加証兼領収証について
参加証明書兼領収証（PDF）はメールでお送りいたします。

4．視聴について
視聴用のID、パスワードをメールでご案内いたします。
会期当日に第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷のホームページよりログインのうえ、ご参加ください。

5．年会費・新入会受付
発表者は本学会会員に限ります。未入会の方は必ず日本禁煙科学会事務局へ入会手続きを行ってください。
詳細は、日本禁煙科学会ホームページ（https://www.jascs.jp/）の入会案内をご確認ください。

6．各種認定について
最新の情報は必ず第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷ホームページの参加者へのご案内（https://med-
gakkai.jp/jascs2021/sanka/）をご覧ください。

1）日本禁煙科学会禁煙支援士認定（受講証明）
第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷への2日間の参加で3点になります。
日本禁煙科学会禁煙支援士認定に必要な受講証明書を学術総会終了後に日本禁煙科学会からメールでお送
りします。

2）日本薬剤師研修センター認定
【薬剤師の方へ】参加登録時に、必ず薬剤師名簿登録番号をご登録ください。
薬剤師研修センターのシールを希望される方は、入退室の記録での参加確認が必要なため、対象セッショ
ンへの入室時、参加登録時に登録されたものと同じメールアドレスを入力してご入室ください。
対象セッションの最初と最後に、キーワード（11日：10種類、12日：4種類）が表示されますので、必ず
メモを取ってください。日程表の『Key』マークをご確認ください。参加登録時に「単位を希望する」を選

学術総会ご参加の皆様へ
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択された方に、キーワード入力用のURLを事前にお送りします。当日中にキーワードを入力のうえ送信
してください。視聴の記録及びキーワードの回答を確認のうえ、日本薬剤師研修センターの受講シールを
お送りします。
■キーワード表示セッション

日付／会場 時間 セッション テーマ 単位数

9月11日（土）
第1会場

10：00～11：00 開会式・会長講演 侃侃諤諤 禁煙科学

4単位
（左記 5 セッション
の視聴及びキーワー
ドの正解が必須）

11：00～12：00 職域禁煙推進セミナー

コロナ禍における喫煙行
動の変化および職域の禁
煙推進活動とオンライン
禁煙支援

13：00～14：00 厚生労働省講演 コロナ禍におけるたばこ
対策

14：00～15：00 教育講演 喫煙とED（erectile 
dysfunction）

16：00～17：00 シンポジウム1 トップアスリートと喫煙

9月12日（日）
第1会場

9：30～11：00 シンポジウム2 Withコロナ時代における
日本の医療と禁煙支援

2単位
（左記 2 セッション
の視聴及びキーワー
ドの正解が必須）12：00～13：00 共催セミナー2 周術期禁煙の重要性

3）岡山県医師会生涯教育講座
対象セッションの視聴記録を確認後、受講証をお送りします。

日付／会場 時間 セッション テーマ 単位

9月11日（土）
第1会場

11：00～12：00 職域禁煙推進セミナー

コロナ禍における喫煙行
動の変化および職域の禁
煙推進活動とオンライン
禁煙支援

11 予防と保健
（1.0単位）

14：00～15：00 教育講演 喫煙とED（erectile 
dysfunction）

82 生活習慣
（1.0単位）

15：00～16：00 教育講演
（漢方教育セミナー）

心と身体にアプローチす
る漢方の可能性を探る

83 相補・代替医療
（漢方医療を含む）

（1.0単位）

9月12日（日）
第1会場

9：30～11：00 シンポジウム2 Withコロナ時代における
日本の医療と禁煙支援

82 生活習慣
（1.5単位）

13：00～14：00 特別講演 胎児・赤ちゃんから始める
禁煙活動

72 成長・発達の障害
（1.0単位）

4）日本産業衛生学会産業保健看護専門家制度研修
現在単位認定申請中です。詳細は第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷ホームページの参加者へのご案
内（https://med-gakkai.jp/jascs2021/sanka/）をご覧ください。

5）日本腎不全看護学会慢性腎臓病療養指導看護師（CKDLN）認定ポイント
第16回日本禁煙科学会学術総会in倉敷は、日本腎不全看護学会慢性腎臓病療養指導看護師（CKDLN）認
定ポイント対象学術総会です。学術総会参加で6ポイントになります。
詳細はhttp://ja-nn.jp/modules/dln/index.php?content_id=6からご覧ください。


